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　 　 　 　 　 　 動 物 學 雜 SS ・
　 　 　 第 6・卷 ． 第 、．，蠧

　　　　　　　　　チ オ尿素 の 雨棲X 生殖 藤襲蓬に 及ぼす影響　花岡 謹一
郎 （山形大）

　　
R4na 　temP ・… 砌 紗 マ ・ ヤ ・ シ を・外鰓 の 生 じた頃か ら ・。 矚 ，また1、・3（｝mm を繊 纈 か ら 、6

日間・テ tR 素 の ゜・1〜°2 ％ 溶液内 に 飼育 し 腋 瀦 水 に 移し て 難 少 し前 か ら の 蝋 腺に あらわれ る
變 化を纛 した ・ こ こ に 用い た R ・・・… P・ raria 　 12ng 化磁 に 臨 ， 正 體 で 腱 鰤 浣 孔 て 碓 蝋
馳 卵糶 を し て お り雌 で は ・ 噸 ・・ら贐 胞・鰍 し卵勦 墸 し く大 き くな る ． 然 る に賓驪 で瞹 態
が聯 しな い 前か ら嫐 纖 囑 暦’よ完全 に 分化 し 卵巣腟噸 雛 嬬 なL・

．
・5SPtに お い て ，ま卵細齢 正

常體 よ ・ も速 ・ 肥大ナ ・ ・ 注 ・≠べ き・・鰈 ・生ず・ 精顛 醐 の 騰 數 ・・ 沙 い 場合 は ・・ 多い 駘
は 2°〜3° ケ の ・ 騰 の 騒 内硯 ら オ・ る の 胴 じ位 に よ く鍵 した卵細麟 ・見ら れた の で あ る．蹴 體あ

　甲状腺 ，腦 下垂 體 の 麒察に つ い て ほ ， 別 の 機會 に の べ る 。

i

　　　　　　　　　　　マ ガ キ の 生 殖 腺 穆 植 ，　 江 上信雌（東大 ・理 ・
動 ）

マ ti キ　o ’t「 ea ・・（gas 　itHreに 蝿 腺磁 熟ナ るが ・ 冬期 に ltそ掴 屡 縮 し性脇 明 らか で な くな る ． 而
し て その 間 に雄か ら碓 に も・雌 か ら雄 に も高醐 驪 齢 み ら泌 ． こ の 齲 換 の 原嘸 筅 の ＿手段 と し
て ，1 別 4旬に 生殖腺踊 の 囎 を行 つ た ・纈 者の 生殖 腺部… et・EUt と共 に ， 6mm ・ 6mm 以 上 の 大 終
の 數個の 片 に 切 り分 け ，こ れ を 1 宿主 に 1 片宛 ．宿主 の 穀 の 縁 か ら挿入し て 生殖腺部泣 に 移植 した 。初夏 に

髄 を行 つ 燗 ・
2 箇年 に わた 棚 實聴 52・例中手術に 蹴 し性分化 の み られ た 6例 の 軅 片 （t べ て 異

つ た給賭 に 由來す る ）は 諧 瀞 を Pttし ・ こ れ らの zas の 餬 曄 4
， 脚 囎 で あつ た ． こ の 結黜 、

ら 嫣 繃 片の 性は 配 分化燧 ｝テる もの ’｝・ 又は必ずtSW 化をた どる もの か 斷定出勲 い b、
， 恐 ら欄 者

で あ ろ う。 少 くも宿主 と異る蟶相 を も示 し得 る串 が 判明 した 。

  移植 す る と き に 懸 膜片を共 に 用  ・ る の iま之 に包む の で あ る か ，蹴 單 に 附近 に reF」・ltよい の であ
るか 。 そ の 慧義 ほ機械的 で あ ろ うか ， 或は 化學 的 で あ ろ 5か 。 （高木俊藏）

闇 蝋 瞞 位 を外 難 をつ 1ナ た離 植片と して 用 い る ． 馳 との 組黼 勲 お こ す の に嚇 套 膜 が 必
要 と思 わ れ る 。

　　　　　　　　、　兩 植類 の 中腎 の 邉血槻能抑制 に朧い て　藤康正武 1東京學藝大〉

禮 黜 生 の 舳 球に ‘ま 職 趾 の 血 島由來 の もの と 帽 鹹 の もの と縮 り ，
　 W，ts期 の 中期に儲 が 出

現
．t6 と瀦 は こ れ に よ つ て xree れ る b・・

　 R ・ ・ a の よ 5にPtsugeb・一定部位に 融 す る もの に つ L、て ，造
雌 臓 果 した後 に鵬 載 を除 去す る と・中腎の 舳 難 齟 害 さ れ て 置換期に髄 死爿 る ． こ の 欄 原
齢 蟷 そ の もの の 除去 に よ る もの か 否 か 蜘 ・ 黝 で・鵡 岬 饑 の 緬 ・・ 灘 す る Rhac ・p・・rUE
schlegelii 　scntegetii （G ） を

一
」M 　，．　Rana の 鵬 域 に 該常す る部分 の 皴 を孅 して 除去 し た と こ ろ 遭 換

期 に 貧血死姻 し 中腎に ほ 聽 孀 血 喇 鰤 ・縣 さ れた ． しか し職 だ け 蛭 量の 約
・k 拔諏 つ た も

の 及び嫌 を鍛 の 約
11

・ 酬 された もの で’坤 腎の 融 姙 雷 賜 つ だ ． ・ れ 1・ よ つ て 見 る と ， ＊腎瓢
觀 の 嫻 r娜 顳 の 一部 の 除去 に よ oreる もの で 血鹹 その もの に 購 蘇 ら しい 。

　　　　　　　　　斧足 類 の 中膓驃 の 組 識化學酌研究　中島雅男（東京丈 理 大 ・動 物 ｝

シ ジ ミ ・ ア Vy ・
ハ マ グ リ ・ 力 樽 の 幌 踟 ・つ い て X 干 の 購 イ踟 箔 究 を 行つ た ． 即 ち，辭 識 鰈

に よ る購 こ つ い て G ° m ・ ・’ 峨 蓍・ よ り alk ・1in・ ph… h ・t・・e を ，雕 を翻 して 噸 の 黼 を ，
　Bes・ρ

ca 「n ’in 染色に X　t）て ・1y・・gen を夫 ・ 黜 ・ 又凍翩 片｝・つ い て f・・ty・sub … n ・e の 欄 を 行 つ た 。 。lk。1ine
・h ° s・柚 se 囀 て の 暘舗 管と mw の 蠏 鰍 ・ ・ ’燗 の 組勧 如く考 え られ 勲 上 頸 維 囎 す る ． 詳
くは 今鞭 に 調査す ち〉 に 動 て 驪 尋・酬 され ・ 駕 管嘱 ・ に多   揚谷反應旛 め られ た調 細 管に

颶 の 鋤 られ る こ と ‘駘 ん ど な く ・ ・ t・・lt・rbタ ・ ム ・暢 合と 異 る 。　f・・ty ・ ub ・・… e 　 lt＿般 に 郷 1。1‡
特に贈 こ蹴 られ te　・

’
・ 櫨 上記 ・h・覇 紐 ・e 竕 祉 一 致 し ・ 斧ee の 櫑 瞳の 瀧 鞠 ．　i脚 の

無 い こ と鍛 考矧 せ 湘 肪の 吸鱒 ・囎 する
，

もの か 今後潔 槌 求tK ．・ と思 う．，1，。。、。。 繝 充織に

‘

1

、
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含 ま れ，塩 類 の 沈着 は 認φ な か つ た 。 こ ’L等は 今 迄 の 他 の 研 究 の 結果 と一致 して い る 。

　　　　　　　　　ヌ マ ガエ ル （Rana 　lirnnochaアご5 ）の 悶健　吉倉眞（熊本大
・
歡育）

　熊本産 ヌ マ ガ エ ル 雄の 性腺分化に 2 型 ある 。
1 は 發 生 當勧か ら分化 の 明瞭 な正 常 型 で ・ 他 は 分化途上 ， 精

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■
原 細胞の ある もの が 請集卵 に發逵し ，それ 等は 早晩退 化 す る に して も幼期間性的性 腺を 形成す る雄間性型で

ある 倆 型 の 姥は ほ じ 1 ：1｝。 精集卵 の 發生は 盤細胞兩性能の 發現 とみ られ ， そ の 邁化は或種化學物質 の 生長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

限害 に よ る ら しい 。 実 に 偶發飴 雌間性 1 簡 （饐長 38mm 》 を 得た 。 左性腺は 正 電卵集 ， 右性踉ほ 卵集精集

で
， 後者の 外豫は卵集 ， よ く發蓮せ る卵細胞を 有 し，内縁は 締集，正 常精 子 を形成 L て い た 。 兩部接す る 所

の 卵細胞は 退化中で あ る 。 こ こ で も卵細胞の 生長阻害 ， 精集組織 の 發逵促進物質 の 存在を想わ しめ る 。 こ こ

に卵欒精集側 の 聞腎が 異 常肥大 し，中腎前方 i二小突起を形成す る の を認め た 。 叢生的 に性腺の 髓暦は間腎と

起原を同 じ 5 し ， また翻腎皮質ホ ル モ ソ の 性腺分化に及ぼ す影 響 が 論ぜ ら れ て い る 時輿味 ある現象と考えら

れ る。

　（問 ） 種 々 の 雕 の で き る の は ， 卵 の 遏熟に よるの で は な い か 。（武藤義信）　　　　　　　　　
’

　（答 ） こ の 場合 こ とご と く卵 の 過熟に よ る もの とは 考 えられない が ， 今後霧査 しで み た い 。

1
　　　　　　　　　　　　　 血 球 曼 固 と 赤 山 球　千島 喜久男（岐阜大 ・農）

　　 從來 の 血液凝固學説 は fibrin 析 出 の 化學を主 と した傾が 濃い 。 從 つ て 血 球 の 行動的面 で は 7σ年前 の

　 Biz20zero時代 と大差な い 現 朕 で あ る 。 私 は 赤血球 の 行動を主 饐と し て 各種脊椎動物 1＝ntき研究 した結果 ，

　 血 液 凝固 の 主要因 は fibrinの 析出 よ りは 寧 ろ血赤球 の 凝集 ，　 viscous 　metamorphosis
， 或 は破壤等に よ る塊

　 朕化及 血 漿の gel 化 が 主要因 で fibrin彩成ほ 二 養的で あ り， 特 に 鳥類以下 で は fibr血 形成は 血液鋲 固 に

　 必ず し も不 可 缺で は ない と云 5證左 を得た 。 其他從來 f三b血 の 析出 ， 血 小板の 破壌 ， 凝集等と 考え られ て

　 居 る現象は 血赤球 の 行勵 と直接的な關係 の あ る こ と を知 つ た 。

　　 （問 ） 生體観察 の 場合 に も血 漿は カ パ ー・グ ラ ス 面 に ブ イ ブ リ ン 糸を 聞もな く形 成ナる 。 それ に赤血球 が

　 附着す る こ と が あ る が ， 赤血球 が 目己 の 移動力に よ つ て集合す る とい 5こ とは うけ とれ ない 。 （佐藤磐根）

　　 （答） 生體醐察 〔私 の 材耕 と し た脊椎動物 ）で は 云 わ れ る 如き fibrin　net は 私 は 認 め 得な か つ た 。
カ エ

　 n に於て 赤血球が 凝固中心 へ 移動す る の は fibrin樣物 質の 收縮｝こ よ る他動的 な もの で あ る 。

，

．　　　　内蔀爵生虫顕 組織におけ る埜光物 質の ＃在に つ い て ｛聾報） 出尾泰正 （干i蘖大 ・東京大 ）

　 豚及び 馬姻虫 の 渭化管 ， 精集 ， 卵欒 ， 子 宮， 體壁 1 體液の 沓部を メ タ ノ
ー

ル で 抽出 した試料 中に ，pap6r
chromatography に よつ て ，數種の 螢光物質を認 め た 。 こ の 5ち黄色 の 螢光 を 出す物質DS　fiaVinの Rf 及

び色調 との 比較，光の 照射に よつ て lumi−flavinの Rf を示す よ うに な る等の 露か ら，　fiavinで あ るこ とを

確認 した D こ れは 中腸 精纂 體壁，體液中に 認 め ら れ る 。 なお 中腸の flavin は 腸管内容物と し て で は な

く，腸壁の 紐織内に存在して い るこ とも確め られた 。 こ の 夕攤 i蜘虫 ゼ ゴ イ廿ギの 胃丙に 寄生 して い た圓虫類
の 一

種並 び に量的に ご く僅 か で あるが 牛 の 肝蛭 の 掘出液申 に 嘱認め られ る 。 、な お總 ビ タ ミ ン B2 量を翼 え る

と い 5八 木，石黒 の 温湯浸出法 に よ つ て 馬 と豚 の 蛔虫 の 中腸を處理 し． 湲出液 の paper　 chrOtpatoi ；Taph

に よ つ て ，中腸組織内 に遊離 の flavin．　flavin　mononucleotide
，
　flavin　adenine 　 dinucleotideの 存在 を確

か め る こ とが で き た 。

　　　　　 胚霾 生搬 構 の 組 織化畢的 並 に 琵疫化學的解圻　井上和 子 （金澤大・醫 ；金澤女子短 大）

　兩縷類初期胚の 發生 に 俘 5生 化學物質の 分布趺態を組織化學的 に橡索 し た 。 邸 ち ， RhacOPherttS
，
　Ilyno−

bius，　Trit” rttS，　Bufe　nyを 材料 と し．次 の 物質に つ い て 檢討した 。　tylos  e，　tryptophan ，
　 SS −SH ，　arginine ，

hi・tidin・
，
　basic　amin ・

’
・・ids，　glyc。9・n

，
　gly・・pr。tei・

，
　lecithin

，
　k・t・・t・r。id・，

　 f・tty ・dd ・
，
　 Rr・IA

，
　DNA

，

alkaline 　phosphatase ，　neutral 　phosphatase ，　acid 　phosphatase ，
　lipase

，
　phenol 　sulfatase ，　Ca，　Mg ，

　F残 等 で ，

N 工工
一Eleotroni 亡　Library 　


